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昭和 58 年度に制定された「日本 OR 学会学生論文賞」第

13 回の募集に対して. 10 大学より 13 編(修士論文 9 編，

卒業論文 4 編)の推薦をいただきました.本学会では，表

彰委員会・文献賞小委員会が慎重かつ公正な審査選考を行

ないました結果，下欄の 5 編の論文を推薦することとし，

理事会において授賞が決定いたしました.これらの論文は

いずれも学生論文賞にふさわしい.OR に関する優秀な論

文ばかりであり，その内容の要約は次号の OR 誌で紹介の

予定です.

なお，本賞の表彰式は，去る 10 月 16 日に埼玉県県民活

動総合センターで開催きれた秋季研究発表会の会場で行な

われました.

また，今回採択されませんでした論文も，それぞれ特徴

のある優れた内容のものでありましたが，入賞件数その他

の制約条件から，残念ながら選外となりましたことをご報

告いたしておきます.

今年度も，第 14 国学生論文賞の募集をいたしますので若

い学生会員の方々がふるって応募されるように期待いたし

ます.また，指導に当っておられます教官の方々にはその

①朝岡慎治君

②線形不等式で定義された多面

体の最小包囲球問題を解〈ア

ルゴリズム

③筑波大学第三学群社会工学類

経営工学専攻

④山本芳嗣教授

⑤ NTT テータ通信側

①岩崎誠司君

②税関事後調査部門における立

入輸入者選定モデルの構築に

関する研究

③埼玉大学大学院政策科学研究

科

④刀根薫教授

⑤横浜税関

664 (54) 

ようにお薦めくださるようお願いいたします.

表彰委員長伏見正則

〔平成 7 年度表彰委員会文献賞小委員会委員〕

今野浩，逆瀬川浩孝，鈴木誠道，高井英造，高橋幸雄，

徳山博子，橋回 温，伏見正則，森戸晋，矢島敬二，

山下達哉

①氏名 ②受賞論文名 ③出身大学(院) ④指導教官

⑤現在の所属

①塩浦昭義君

( Efficient Algorithms for 

Location Problems on 

Tree Networks 

③東京工業大学大学院理工学研

究科情報科学専攻

④小島政相教授

⑤同大学院情報理工学研究科数

理・計算科学専攻博士後期課

不呈

①中村伸也君
②最終ダブルオファー仲裁の均

衡戦略について

③京都大学工学部数理工学科

④茨木俊秀教授

⑤同大学院工学研究科数理工学

専攻

①山下信雄君

( Equivalent Differentiable 

Unconstrained Optimizaｭ

tion for Complementarity 

Problems 

③奈良先端科学技術大学院大学

情報科学研究科

④福島雅夫教授

⑤同大学情報科学研究科博士後

期課程

(五十音順)
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